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超高効率データ抽出機能を有する学習型スマートセンシングシステムの研究開発

概 要

研究開発内容

この成果は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の

委託業務（JPNP16007）の結果得られたものです。

工場等において、設備の稼働状況や生産品質を把握し、生産効率の向上、ひいては経営効率向上を実現

するInternet of Things(IoT)システムが期待されています。このようなIoTシステムの普及を目指し、多様な

設備に対しセンシング方法を自動で学習し、測定条件を自動最適化する学習型スマートセンシングシステム

（LbSS)を開発しています。このシステムを用いることで、環境発電で収集可能な有価情報量を従来の100倍

にします。

① 多様な設備における測定方法を自動設定する学習型スマートセンシングシステム

② 学習結果を反映し、温度分布やにおいデータを効率よく収集するスマートセンサ

③ 従来活用できていなかった低周波数、低加速度の振動環境で使える振動発電
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